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北消道におけはるクロモジ油の探Fたは, 主として道地方で行われ, ﾡ 

前,破後を通じて時に榮え時に灾えて, 今日に至つた。 eち昭和254度の 

岡天然術油生市5は 252,356 kg, 又昭和 264度探油計書は 284,200 kgであ 

って, そのうちクロモジ油は共夫々4000kg及5,600kgさを占めている。最近 

は 安 價 な 除入否料 のた めにその生流が多少おさえられ 氣味で ある が,かかる 

榆入關係の見透しについては何んともいわれないものとすれば,大休におい 

て本事業は資源の確保竝びに増産 と ・ 市場の獲得 と に成功す るとさは その 

透し として必ず•し も 惡る く ないので, 更に クロ モジ油前製の技術向上に ょ つ 

て一段と明るい將來が期待されるように思われる。少なく も過去の所業盛送 

の紀験か ら Lて今の う ち に資源増前の方途 を講じてお くべさであろう。

林来が験場札幌支場と してはクロそジ油の資脈髄保とその増殖について, 

(Eにく W心を もち研究をﾡけていたのであつて, 木告も その案緒の一坏 

に外な らない。ただ諸所の小情の も と に委刊がお く れc,今「I 湖 く 上梓す る 

運びとなつたが, これが今日或は少なく と も近き將來において斯裁發展のた 

め幾分でも 役立てば,これ望外のである。

W 和三十六4十二月

林業試驗場札幌支場及

拠林技書 林 行 五
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I まえがき

クロモジ上 り得られた枚葉油は所請クロ モジ油と して各種香料原料に廣般 

な用を布し, 蔵前の産出量は6,000kg"に述し, アメリカその他に輸出せ 

られたことがある。 ••\ .

併し近における クロモジ探油業は諸種の情から桜めて不であつた 

が, 終破後最高な香料式源を行する市方af地域を失い, 南方香料に代つて我 

國特産のクロ モジ油の増産の必災が大いにに認められるに至つたのであ 

る。クロモジ油の探災は木邦過ﾡﾡ森林の下生として,攻は伐探跡地の継木 

と して自生しているものを到象と して採油事業が行われて來たので,之がも 

極的に増胸策を試みられたことがない樣である。

元ポ こ の極林速物利用事業を成功せしめる爲に は,常に利用 用途の開發新 

市場の獲得及び採集技術の向上に よ る生床費の低下等によつて事業の確實性 

を増すと共にそのﾡには特に意を川い資がの潤ねを避け事ﾡの交定性を計 

るべきである。

そ して道南地方において も十数年前よ り座々クロ モジ油の採集が行われた 

が何れも永級しないで終つている。最近に至り全國的な香料地申の聲によつ 

てび本地方に おいても 採集事業が一部實行せ られるに至つた。そこ で常場 

において も本道のク e モジの利用開ﾡのために木間題の解決に努めることに 

な り ・ 筆者等は その流源調布と増殖法にﾡする研究を指益 した。と こ にm和 

21 年以降數回に わたつて現地に出張して取訓べたf項iを報書する女第であ 

る。

本調布研究を實行するに常 り,函価甚林故佐伯局長, 阿部元經替部長を 

姉め江※, 木市内N蒼林ﾡびに新口各位に多大の御扱以を賜り, ※試験 

途行に 常つては願H 前支場長她びに 元當 支場動務安倍技官の 御指等を楽ると 

とが極めて多かった。ﾡ級刊につVて林支場域は特別の御側位を賜つた。数 

c 記 し てく ﾡ謝の をする。



I 分類及び天然分布

1. クロモジの分類

道商地方に分布する ク ロモジはﾡ名 Benzoin membranacum 〇. Kuntze">和 

名オホバクロ モジと稱し,本州吸地に主として分布すろ Benzoinumbellatum 

Rehd. クロモジと種が興つている。印ちオホバクロモジは葉大形,倒卵 

叫形鉄尖, 炎さ8〜12cm"にﾡし, クロモジは葉小形, 倒卵状メは山形 

小尖,長さ 6～9cmであって, 主と して葉形によつて分類せられている。 

その他ク ロ モジの近ﾡ種と して Benzoin Sericeum Sicbet et. Zucc. ケクロモ 

ジ及び B. obttisum O. Kuntze コバノクロモジが分ﾡせられている力, 本道 

には分布しない。印pちオホバクロモジは分布型よりみて北方系であり, クロ 

モジは南方系である ことが認められる。これら種期別のﾡ油合, 締油の品, 

質の萍異について羽布せられた ものがな い様であるが,今後逃林種と して取

上られるなら ばそのﾡ根討せ られねばならな い。

オホバクロモジは大2m c逆す る 灌木で架面に は 色の斑終が:あ り ,葉 

映質,上面無モ, 下面低毛散生,花梗絨毛密布,枝條の特異の芳番によつて 

容易に區別が出來る。 花候は道市においては 4 月下仰～5月上イM斐にき 

だって咲く,核果座形9月下旬,黒色を呈して熱する。木報告では道南地方 

に自生するオホバクロモジを クロモジと 略記ナ る。

2. 一般分布概況

本道における クロモ ジの天然分布は第 1lの如く, 主と して宮部博士に よ 

つてその撃性が提"せられた畑松内低地番以市の山地に在 り, 特に口木海 

斜商の桁山, 館i" 上ノ山經備區 (國冇相,」二ノ 國,渡ぬ業岡 (道行林)及び 

律郎海映科面の知内,木古内継茶区 (図行林), 松前業W (道イ林) の前地域 

に多ことが認め られな。ﾡ燥松内低地以北においても供知内道行林及び 

洞爺湖國有 林に は散生的分布 を なして居 り ,特に洞ﾡ湖中ノルは相分イ 

していることが告せられている。卽ち道南地方におけるブナの分布と大体 

において一致し,之より 幾分束迄分存が及んでいる様である。従來探油事「 

が:行われた記ﾡのあろのは上記の諸地方の内, 桁山, 上ノ 國,知內經營 

ﾡ内かスはその坂接の林地であ る。

第1国 クロモジの分布

3. 地 況

クロモジ はifii地城に わ たつて廣く 分布 してい る が,局所地形, 方位 & 

び傾斜によつて分布に疎密を生ずる。そして低温地,或は高寒地には分布無 

く 一般に里山の低山地帯に多い。

地形に よ る分布狀況の差異について視 る に , 一般に クロモジは峰上り 山庫 

にかけ分布が密で,谷筋には殆んど無いかヌは金然認め られない。4に澤 

の 多当性ボ木 & び歯ﾡが占めている力所にﾡしては殆ん ど之 を 見 るが: 

米ない。地形による分布状の1例と して,桁山継替ばﾡ虫附近ブナ ・ イ タ 

ヤ・ シナ中に峰よ り小澤の中心に向い巾 3m , さ Gom の流状松的地を 

設定して 5 m 毎に ク ロモジの本數,樹高,、地除極を調布したﾡ果は第 1 変の 

如く, 除より 澤通 り に近す く と共に ク ・ モジの役4 本數 を次第に 減じ 峰 よ り



30 m 以上下ったカ所には若干の笹と羊囲類を混じた施生となるに及んで全 

然 ク ロ モジの發生は認め られなかつた。併しこの標準地と平行に支峰に沿つ 

て取つた場合には第2炎の如く下方和畿分ク ロ モジの本数を減ずるが,部に 

向つた場合上 り 餘程異つた分布狀態 を 示す こと が認め ら る。この傾向は木地 

方のみでなく知內, 上ノﾡ継替凶内においても同様である。卽ち,クロモッ 

は一般に凹地形に分布少ないかスは全然分布な く 凸地形に分が多い ことが 

認め られろ。この妙本地方の主林木ブナの更新良好な 力所と ク ・ モジの分布 

の商な地域とが一致すろととが多い。ク ロモジの分布と方位とのﾡ係につい 

て調布したと と ろ前述の如く 主と して峰通 り に分布するため方位に x る興 

は比較的認められない力:, 一般には矢張り南寄の傾斜面に多い様である。之 

の勝伊立地方 1 には北寄斜面に 多い と 請われている のと 相異る。

クロモジ は大休に おいて東北,北海道地方に あつては プ ナ天然林下の木

ほとして般も 通且つ最も多い種類であることが認められている。め 江※ 

朴内代ﾡ行林においての した料果に ょ れば, トドマッ朴中 トド〜ッ 

ージンエ.プイチヤクッッ 型の林分中には,ク"モジ は 見出 し利な いが:, 之 よ 

り トドマツ カ:, ﾡ開し下の ホボノキ・エソイタヤ・ツハミズザクラ ・ハリ 

¥リ を混じた トドマッーササ型の林分中にはその流木ﾡ中に見出される。ヒ 

バ林においても純林狀態を呈する力所は之を缺くが,鬱明の破壊やられた都 

分に対しては,ﾡ々クロモジが出されるのである。廣葉樹林中プチ林及び 

ミズナラーイタク林中にはﾡも多く, エゾイメガY, ノリッッギ・エソマュ 

ミ ・クラノキ ・アラゲガマズミの他の流木と共に現われる。併しカン林 

エゾハンク キ等の特殊では之を認め られない樣であ る。ﾡち森朴落中 

主と してクロ モジの分布するはブナ林及び ミ ズナラーイ ク 林である。

ク ・ モジの耐蔭性は相當强く プナむき朴下でも ク ・ モジは被慄を蒙り樹 

商5低く, 連年生長が頗る悪いが, よく生育をﾡける。この様なヵ所に対し, 

一度上木が伐採せられた場合には盛んに萌芽を發生し旺盛な生長を遂げるも 

のである。師ち上ノ國經營」, 湯ノ岱國冇林のプナ林中において,昭和 20年

上木 70 %伐採跡地 と之と 隣校す る 未代探力 所の ク ロ モジの生育状態 を 比較 

ナれば第 3 炎の如く であつて, 伐採區は本數におい ては 1.7 倍, uﾡに»い 

ては1.6仲, 樹び6において1.2倍の増加を示している。 ブナ天然林の下ﾡ流 

木ルと して占めていたクロモジは代探によ り 陽光照射その他の原因によ って

aに期ﾡし, 仲長を初め他あ喬木性幼 

樹が上肝樹冠 を 蔽わない以前,一時的 

に 優勢 を 示ナ。と の樣に 伐採跡地の ク 

ロ モジは次第に不均直極及び樹高を増 

大するが,他のﾡ木性幼樹の郡類及び 

数が加す ると共に, クロモジ は女第

第3表

刷査阪
100mwt 
木 ﾡ

T 均
墙臓

T 均
樹 6

本探遣 227
cm 

0.5
cm

54

1探跡地 391 os 64

に被を戦 り 初め,その木数を減 じ比較的直徑及び樹高の大きい も のの»残 

する形態 となる。即ち俄虫附近の ミズナラ・イク・シナク キ等の寄炭私 

有林では約16年前に役探せられ」 現在では上ル樹冠はとれらの樹種が占め, 

下に クロモ ジの山極, 樹5の大なる も のが:株状にMナる。

-5-



この様な林分がそのまま迷移すろ場合は ク ロモジは被川を栄 り' べ行の ク 

" モジは枯死し竹かに樹の低い小流木のク " モジが朴内に散する と と 

になる。1び術林としてﾡせられろ時はクロモジはルﾡし,木ﾡを増す。

前述の如 く 上層喬木が伐採せられて も,跡地の 山新不良の場合はと して 

ﾡﾡが優占するが, 局所によ つては-•時的に ク ・ モジの特生地を生する。

知内紅警阪の項薬図行朴にはその様な力所があ り, ﾡ和 13 年の探跡地 

でクロモジを主と した研ﾡ戦 をなし その蓄積 も 多 く100m 當 192 本, 平均 

山柄 1.4 cm, 平均樹高 159 cm に述する。

.この様な力所にを•いても自然•の植生遷移にまかして置くときは次第に笹が 

優占す るに至る。 し放牧す ることに上 つて笹の嫡茂が押へられた均合 ク ロ 

モジの密生地と して永ﾡする。森ﾡ林局三不木ﾡ料※部内で探油したのは 

この校な所9 であ り , 又槍山郡泊村村方 牧場において も 一部に こ の様な狀 

鶴の力所がある。クロモジは上木の行無, 種類及び更新狀態,竝びに下層あ

木ﾡの状態に ょつて, その群落の盛衰が方向づけられるか ら植生の遷移の狀 

況 に座じ, クロモジ に 登ナ る施求方針を決しなければならない。

) II蓄 積

クロモジの分布は前述の如く,局所的な地況,林況の相異によつて相當疎 

新に遂が生 じている。故に 著般 調衣において もクロ モジの分布の少ない所 

を除き, 企業的に 探集可能 と思わ れ る 程度の分布密度 を行しているカ所を討 

象として, その標準地を設定 したのである。

松ﾡ地の位, 地況, 林況は次の如く である。

第4表

ﾡ準 

を
位 m 地 況 林 況 押消

面 積

1 江差校林署侬砒國有林
解にい山 
改北東面

ハ込上木・プナ・イタヤ・小チ開地
6 年前 ヒ 遣林地

195

・ 2 同 上
上 ッ 女 

に沿う
上ボ ・ブナ・イタ ャﾡ生 180

6 -

相が 

s
1 " ・ m 増 況 林 況

+i地 
商i 成

3 ' 神Imt)/i部村｝A場Oイ 
林

いの ・ 
ii;

ミ ッ ッ・ホオ・イタヤ・シナ・ 
楽小径木諾生154以i上木採跳過

m°
200

4 ir益裕ﾡﾡ ぬ口林
峰に近い山 
度r面i

上木・ ブナ・イタヤ・ハリギリ・I小
狎木やや独生,Mが多い 100

5 ir交ﾡWi/ノGW株
Aに近い山I てた。大理木巒 也,樹冠下証は 殆ん 100

6 同 1: 同 上
・和204 プ 大径木706採跳遣, 
征が少い

100

7 榆山孙ヒノ國村湯ノ岱村 
林

m腹南四面
・和I2l年ブナ ・イクャ・ ミズナ ッ弾 
生林のﾡ代跳地

200

8 irﾡﾡ林署ﾡノG叫林 uImi m ・和144(跡地, tt, tの他源木 
類が多い 100

9 江益誉で衛叫林 IHit面 ブナ・ イタヤ・小径木ややA生, 範 
が多い 200

10 木古内ﾡ林署東変岡林 IurT遣 W和134償探跡地, 耗, 巾 100

1・ 平木の重量
前紀標準地の內第 1. 2. 3. 5. 6. 10. 標聿地において総数 470 木の調木を遭

んで各ポ木毎の樹高,地際山径, 及び生について測定を行つた。その細

第2回
樹と ・ 地際役と生と の開係

米樹75i と 生重述, 地際任 と 生I 

ﾡとの賞測備よ り 3監移動不均 

値を求めて曲線を平滑に してN 

示すれば, 第 2lの如く であ る。

又 その質測価 と 計算位を 比較 

すれは,第5.6 表の通 りである。 

木炎によれば樹高登ﾡ曲総は 

地際ﾡ勤量 曲線に 比して根雜 

な曲線を示ナ。

印 ち地際優登重量山線は ur 

の犬 と 不行 し て量が選す 

る 力, 樹高に おい ては樹高1.00m 

から 1.50m ﾡ念ci量が加し



その後ス増加が減ﾡする傾向があるろ。 之は核條の發生,生長と相附がある

ことが認められる。

第5表 第6表

樹高所 

m

朮 量

ﾡ型g 三画夜ﾡ
平均位g

0.3 6.0

0.4 9.0 9.2

0.5 129 13.5

0.6 18.0 23.1

0.7 38.4 30.4

0.8 348 45.1

0.9 62.0 51.0

1.0 56.2 62.8

1.1 70.1 70.1

1.2 84.0 93.7

1.3 127.0 125.9

1.4 166.7 161.9

1.5 192.0 180.2

1.6 200.0 200.7

1.7 210.0 212.0

18 226.0 220.0

1.9 224.0 235.0

20 ゝ56.0 263.0

2.1 310.0

i 笹 階

______cm

----------ママ

賞i位 g
=試

T血g

0.2 5.0

0.3 7.5 11.7

04 22.5 10.0

0.5 19.9 22.6

0.0 25.4 28.7

0.7 40.7 37.9

0.8 47.5 51.2

0.9 66.5 68.8

1.0 93.4 89.6

1.1 110.0 113.7

1.2 137.8 145.0

1.3 187.3 184.2

1.4 227.6 227.3

1.5 200.9 255.7

1.6 272.5 292.3

1.7 337.5

第8表 i［径附 別 木 败仃分 率

2. ﾡ生地の樹高, 直径階別構成状態

•前記各標準地における ク ロモジの樹髙階,直概ﾡ別本数百分率を求めた 

果は第7.8炎の如くである。

標準地 昭 (cm)

番 ・ 0.0～0.5 0.5～1.0 1.0〜1.5 1.5〜20 1 2.0～3.5 2.5〜$.0 3.0～3.5 itt 優
cm

1 28 44 29 4 0.9

2 33 64 12 1 0.7

3 16. 31 44 15 3 2 1.6 1
4 53 44 1 0.6

5 75 22 3 0.5

6 28 56 12 2 2 0.8

7 27 56 15 1 1 0.9

8 14 59 15 7 4 1 17

9 3 7 35 38 9 5 3 1.4

10 25 31 28 14 2 1.4

—9 —



第9

役 cm

\
0.1 0.2 0.30.40.5 0.60.7 0.8 0.9 1.0 1.41.う 1.711.8 1.9 :.0

い る。印ち第6 標準地において求めた結果は,aD.H=+ 0.95 主 0.012 の救 

価iを示L た。之の相W炎は第9の如くでおる。乂也: 彼と樹高との關係は…

次の山級式でべわされ,とをH 

すれば次の如く である。

D =-0.0141 + 0.0104H.D.

地際行 cm.H 樹な5cm, 之 を 図 示す 

れば第3lの如くである。火第1. 

第2振地の 953木につき地際u 

徑と樹高との相關* 係は aD. H= 

+ 0.85 土 0.006 であ り, こ の際の 

實驗式は D=一 0.2413 ± 0.0110 

II である。

10年以上の高齡となれば,地際 

近 徑の 肥大 の 割介 に 樹高5 は加し 

ないことが認められるので相ﾡ々 

係も低次になる。

3. ha営話積

ク ビ モジの如き木の術研はボ(さ 1m の箱で結朿 した もの)をJ位と し

て表示するのを便とし,又現に採油事業の取引には束が用いられている。1東

上記の炎に よ れば,上木であ るブナ その他版葉樹の 伐採後の経過年數の大 

なるもの程樹高及び直徑器に火なるものが多い。乂上木が皆伐狀態にならな 

くても」•.木が大徑木で中小種木を缺き,疎密度が0.G~0.7程度にあっても相

大いク e モジを生する。

プ ナき期林下及 び そ の上木伐採也: 後に おけるクロモジは, 樹においても 

uﾡにおいても 小な るとと が認め られる。卽ち上木が疎開狀態と なつた4代 

の古い も の程,ク F モジの山極防におVて も, 樹高階において も撒布度が大 

となる傾向がある。

に ク ロ モジのﾡと 樹高 との間に は 10 年生なは 為次の相關關係 を 有して

第10表

樹 w 所 本ﾡ 生Ti
3 均 (1本)

樹 高 i ﾡ T
cm 

60以ド 480
ikg 

9,750
cm 

40.7
cm

0.53
g 

20.3

01 〜120 190 12,100 84.7 0.91 63.7

121〜100 110、 17,750 143.5 1.18 161.4

161〜220 138 31,500 185.0 1.30 228.3

常の樹75P別リ本,生 

気:,平均樹高及び地際凭 

を第7標準地において測 

定した締果は第10の 

如くである。

各松準地の クロモ ジの 

ﾡﾡを下記の如 く して求 

めた。卽ち,各標ﾡ地の

ク Hモジを前記樹階別本数分卒に よ り 6Ocm 以下, 61 〜 120cm, 121 ～

-10- -1I-



第11表

標準地 ha ﾡ 60cm 以 F 61 ～ 120 cm 121 ～ 160 cm 161cm

番 美 総木最 本ﾡ Ti 朿數1
木道

n量 | 東| 木ﾡ
東ﾡ *ﾡ

1 7,742 1,077
盲

21.9 2.2 3,025,
192.?i

169 2,513 405.6 22.8 1,128

2 26,059 6,779 137.6 14.1 14,890 018.5 78.4 :,889 027.7 35.4 501

3 8,600 500 10.2 1.0 3850 181.5 15.0 1,450 234.0 13.2 3,800

4 15,000 8,000 162.4 16.7 8,200 331.2 27.4 1,700 274.4 15.5

5 28,000 15,900 322.8 33.1 6,700 426.8 35.3 400 64.6 3.6

6 39,100 17,600 357.3 36.7 19,0001,267.6 104.7 1,600 258.2 14.5
J

]
7 18,850 7,150 145.1 14.9 8,250 525.5 43.4 1,200 193.7 10.9 2,250

8 20,400 1,400 28.4 2.9 4,700 299.4 24.7 7,000 1,226.0 69.1 6,700

9 3,200 50 1.0 0.1 1,050 669 5.5 900 145.3 8.2 1,200

10 10,000 1,200 24.4 2.5 3,600 229.3 no 6,100 984.5 55.5 8.l00

ことは少なく,主として凸地形のプ

以 上 Glcm以上
ナその他廣葉樹の整新良好な力所で

Tit 東は
東
败 et 朿敷 その面積割合は地形によつて異るが

ig
40.1 46.9

15～20%内外と認められた。故に
257.5 $.2 877.7 S56.8

114.4 3.6 1,828.2 131.5 1,090.6 117.4
朴相別のクロモジの比較的多き地方

807.5 27.5 1,293.3 56.7 1,283.0 55.7
の ha 盆ﾡ積の 見積は 次の如く であ

22.8 0.7 790.8 60.3 628.4 43.6 る。

— — 814.2 72.0 491.4 38.9 ブナ林 前伐前媵明林) ha 當 120

— — ,883.1 155.9 1,525.8 119.2 〜 160 kg10～14ボ ・

513.7 16.3 ,378.0 85.5 1,232.9 70.0 ブナ# 前伐後 3 年內外 憲閉度

1,629.6 48.6 3,0840 145.3 3,055.6 142.4 0.S)ha % 280 〜 370 kg 22～30ボ

274.0 8.7 487.2 22.5 480.2 22.4
ブ# 後伐後 2年 (代状ﾡ)

1.840.2 5S.7 3,087.4 135.6 3,063.0 133.1
ha 當 200 ～ 270 kg 12～16ボ

160cm, 161cm以上の各階級別の本数を求め, 之にその樹高階に相當•する里 

木I量を飛じて総Tとなし, 之を一東常で除し, 束數を算出した。そ 

の緒果第11表の通りである。 .

以上の結果によ り ha常絶爪R派においては上木伐探後104を起過してその 

後殆んど上木が更新していない未立木地状の第 10標地において媒大で ha 

高3087kgに述する。 ※継來数においてはブ林前代後9年を継して, 一 

斉に ク ロ モジを發生した第 6 標準地が最大で 155東に及んな。なお主と して 

探集の到照と なる00cm 以上の ものに 對 して は, 總市果 は第10 標消地が一 

位を占め東数においては,之も皆伐後約10 4を経過 してい る第 8 標準地が最 

大で142東であつた。@nち天然生クロモジの最大市積は haz9,100kgに並し, 

現在採油事業のため探集せられている力所は, 少な く と も樹高 (ocm 以上 

のものがha 常1,000kg 以上の 議積 を 有す る所からである。このような力所 

は一般に潮像作業級では前伐後9～10年内外のブナ その他政葉樹の更新期 

間中に出現するものである。又音伐作業級においては,皆伐後植我木が後明 

する 104内外の期間である。 ク ・ モジの發生良好な力所は林班全体に及ぶ

-12-

プナ林 後代後 10 年 (ﾡ代状態) ha尚150 ～300kg7〜10ボ

ミズナラ •イタヤ •ハリギリ 押伐疎林,採代後 5 年經過 (密明度 0.7) ha 常

120～160kg8〜11ポ

ブナ・イクヤ・ ト チ林 (未伐探地期度 0.7) ha 當 70 〜 90 kg 3 〜 4 束

ミズナラ・イクヤ20 年生ﾡ炭林 隱明度 1.0) ha ﾡ 190 ～ 250 kg8〜11東

以上の內ブナ林後伐後 10年の ha ﾡ積は局所的には 3,000kg に述する力 

所があるが, 太而秋に之の様な 力所が占め ること が少な く , 1 林班の 5 %～ 

10%と比依して計算した。

I生長量

クロモジ は最初賞生 より生じなも のが,そのまま 強大に 生す ることはな 

くて,数回頂部の枯死を繰返し,地際部及び根部を肥大するに至って初めて 

町盤な前ﾡをだして樹尚商く坐向するに至るものである。故にクロ モジ成木 

の樹幹の生気 ほは殆んど,萌芽の生長を 示す も のであ る。

1. 樹高生長量

-13-



數力所の標酒地において採集した資料を樹幹析解し,その連年樹高生長が: 

を求めた結果は第 12 表のi りである。 本炎の第 11 標準地は知内継ﾡﾡ林班 

269ムズル北川に商した昭和 184ト ドマ ッ 逃林地の 筋刈内 に生じたクロモ 

ジ林であ り ・ 第 12松準地は上ノﾡ替幽 湯 ノイ図行林 中ノプナi伐跡で 

探油のための クロモジ 伐採地でその後萌芽 した も の を探集調益 した。その細 

果連年の樹四生長れはブナ眩開林下にある第5標那地を例外として,栗芽/ 

初は如る生長良灯で地生炎が:80cm に並することがあろが, 7.84ui止

第12表

晩準 
地 

番述

資料卜或_____ 

発当ﾡ重量

- 4 樹 生 艮 量 cm

1 1 2 | 3 4 1 5 0 7 81 9 10 1 12 13 14

5 1 1.12 178.0 20.0 30.0 32.0 35.0 10.016.0 16.01 6.0 ad

2 1.20 155.0 16.0 14.0 30.0 24.0 21.0 12.0 10.0 11.0 6.0 11.0
3 0.81 90.0 25.。 25.0 14.0 12.0 5.0 9.0

4 一 162.0 20.0 25.0 30.0 32.0 26.0 17.0 12.0
6 ' 5 1.51 126.0 340 20.0 63.0

6 1.73 135.0 30.0 42.0 20.0 13.0 30.0

7 1.60 113.0 10.0 35.0 33.0 35.0

8 1.54 120.0 42.0 25.0 13.0 16.0 33.0
7 j 9 4.40 347.0 44.0 55.0 47.0 40.5 34.0 10.0 5.5 9.0 8.6 17.5 12.0 26.0 10.0 13.0

10 3.20 337.0 60.0 55.0 35.0 30.0 30.0 28.0 20.0 2.0 3.0 14.0 18.0 17.0 15.0 10.0

10 11 1.23 268.0 43.5 87.5 49.5 34.5 31.5 27.5

12 0.92 234 0 82.0 3S.5 44.0 42.0 27.5

13 1.05 195.0 45.0 72.0 40.0 38.0

14 1.46 173.0 36.0 45.0 48.0 28.0 16.0

11 15 一 197.5 80.044.5 35.0 7.0 13.0 18.0

16 1.76 210.0 72.。 44.0 30.0 26.0 20.0 18.0

17 1.86 217.0 48.0 4$.0 33.0 26.0 28.0 16.0 18.0

13 1.93 243.0 62.0 55.0 45.0 32.0 18.0 14.0 17.0

12 19 0.72 07.0 35.0 32.0

； 20 0.89 95.0 28.0 67.0

| 21 0.72 86.0 48.0 38.0

( 22 0.98 134.0 70.0 64.C

り 急に生長を減する世である。 

又萌芽當初の生長室は株及び幹 

の大 さ に開係すナ る も のの校で, 

太 く肥大し 棋株か ら 我生す る 

ﾡ球は そ の仲生 も 良好な様 

である。次に皆伐狀態の下に生 

育したク・モジの平均述年生長 

を第 7.10.11 松件地の試料か ら 

求めると第4Iの曲線の如く

火 ブナ被下 にあるクロモジ の年生 を第5 ﾡ準地の不均 より求むると同

llII の曲線の如く である。とによると,上木の行無によつて ク H モジの年 

生長が加何に異な るか明瞭に知 りえられる。

大に 的別の総生量 を求む るために第1. 2. 3. 5. 6.10 標準地におい て,年

齢別平均樹高を求めた結果は第 13表の如くである。 その内標準地內の總本

第13表

番 説
ル ベ

1 2 3 4 5 6 7 |9 10 11 12 13 14

1 2
i
1 木 夏 ・ 53 •11 3S 56 1s 11 ・

CII 
均 樹 制 60 G6 75 86 103 132 145 150

3 木 ﾡ 2 9 17 20 27 17 7 13 15 10 1 ・ ・ ・ 4
" 均 樹 徽

65 71 90 111 130 167 177 189 223 242 230 27 283 260

5 木 致

T 均 樹

2

40

3

0

2

70

6

80

s

71

5

86

4

115

3

130

6 木 ﾡ
・ cmi 

平均 tia !

14

64

25

$6

9

78

4

1i2s

2

75

4

10S

wo
cm

平均樹 i

1

70

3

173

14

17s

39

19S

15

a6
____ 1

5

206

3

217

-11- -15-
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數を年齢別に調査した。第3析半地につて年別樹配分炎を示とば第 1

我の通りである。之ょ り4齢別樹出級を氷めれ第5Hの如くである。

第14表

、、年m

掛6 _ 1 2 3 4
=--

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 t

m 
0.5 2 1 3

0.6 1 1 I / 7

0.7 1 : 5 12

0.8 1 1 I 1 7

0.9 1 4

1.0 1 2 1 1 10

1.1 2 1 2 1 8

1.2 3 5 1 9
1.3 1 5 2 8

1.4 2 1 1 1 1 6
1.5 3 1 1 2 7
1.6 4 1 5
1.7 1 1 2

1.8 2 1 1 6
1.9 3

2.0 3
1

2 1 1 8

2 1 1 1 1 6
2.2 3 2 2 2 9
2.3 1 : 1 1 4
2.4 3 1 3
2.5 3 \ 1 6
2.6 1

\
1 2

2.7 1 1
i

2

2.s 2 1 3
2.9

|

3.0 1 1 1 1 1
3.1 1 1 2

3.2 1 1

計 9 17 27 7 1s '1 ) 4 147

本状消地にお 

いては, 大休 

に»いて樹齢 

を増すと共に 

u教的に樹高 

を増大するこ ・ 

とが認められ 

る。

賞生の生 

炎は崩ﾡした 

ものに比して

極めて惡い傾 

向が認められ 

た。その1例 

として第10標 

準地の クロモ 

ジ樹冠下及び 

笹類の被底下

Cある 賞生の樹生長を調査したものをげると の如 くである。,

—1C — -17ーバ



2. 肥大生長量

先に樹体折解をなして樹高生長述を求めた同一責料につさ, その地際直径 

の肥大生長量を調査 した結果は次表の如 く である。

第16表

第1・ 2. 3. 5. 6.10.松判地においてその年齢別ボ均地際びﾡを調した結 

果を求めると第17炎の如 くである。 本炎に よ れば第 6 松i地の如 く 獲ボ少 

く ・ 最近上木が取 り去られな力所に釣しては4齢の割に地際極の大なる も の 

が多いが, 被噴下にある ものは直径生長においてもその:吊:が極めて小さい。

標準地 1料
樹 s

地際 連 4 大 生

番製 番撃 ・部 1 2 3 4 1 5 1
1

6 7 8

cm cml
5 1 178.0 1.i2, 0.15 0.01 0.00 0.20 0.18 0.09 0.08 0.06 o14

2 155.0 0.17 0.04 0.21 0.14 0.14 0.18 0.05 0.02 0.02

3 90.0
0w

0.17 0.10 0.14 0.15 0.03 0.04 0.09
6 5 126.0 1.51j 0.23 0.25 0.17 0.46

6 135.02 1.73 0.25 0.35 0.37 0.20 0.22 0.18

7 113.0 1.60 0.30 0.27 0.25 0.30 0.17

8 128.0, 1.54 0.14 0.15 0.16 0.19 0.09 0.38

7 9 347.01 4.40 0.80 0.60 0.40 0.30 0.30 0.20 0.20 0.10 0.20

10 337.0 3.20 0.42 0.61 0.11 0.20 0.21 0.21 0.32 0.19 021

10 11 268.0 1.23, 0.18 0.33 0.14 0.24 0.13 0.08 0.04

12 234.0 0.92 0.33 0.15 0.14 0.12 0.06 0.04
13 195.0 105 0.22 0.25 0.26 0.18 0.10
14 1730) 1.40 0.20 0.27 0.31 0.25 0.19 0.10

11 16 210.0 1.76 0-2B 0.32 0.28 0.28 0.19 0.20 0.15

17 217.0 1.86 0.35 0.18 0.32 0.05 0.13 0.25 0.20 0.15
18 243.0 1.93 0.20 0.49 0.31 0.28 0.09 0.19 0.19 0.11

12 19 67.0 072 0.15 0.20 018

20 95.0 0.89 0.18 0.25 0.19

1 86.0 0.72 0.16 0.23 0.20

22 134.0 0.98 0.2c 0.35 0.2C

量(cm)

119 10

0.06

0.01 0.11

0.20 0.10

0.31 0.11

0.20

0.12

12 13 14

0.10 0.20

0.02 0.02

0.10

0.02

次に球附林地にあろ第7. 10. 11. 松米地の調在責料についてその迷年生 

の不位を求め る と第 6 岡 I の出線と な り, 樹齢と 共に述年肥大生長 M 力がく 

第に減退す ること が明 ら かであ る。しかし4 年生以上は時同様な狀態で進む. 

ブナの被船下に ある第5 標準地の 試料について そ の連年生長 を求むろとIo 

出線の如く なつて, 34目に大価を行する曲級を示す。
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次に標準地内の殆んど全ク F モジを調在した第3枕半地の年別の山任分 

配炎は第 18変の如くであり, 之によつて年齢別ド均地際山ﾡ山線は第 5 ll

P.の如くである。

第18表

-20-

年齢 
区電

2 3 4 6 1 6 7 । s 9 ,0 1 11 12 13 I41 tt

cm
1.s 1 1 1 1 4

1.9 s>*4 2 1 G

2.0 ・ 1 1 1 2 2 7
/

2.1 1 1

2.2 1 1

2.3 2 1 2 5

2.4 1 1 2

25 1 1 1 3

2.9 • ■
1 1

3.7 1 1 1

t 2 9 17 20 27 16 7 13 15 10 1 3 4 147

3 枝生長量

4崎別の桜係の生長量 を交の如く第1.2.5.6 株地に ある70 本のi材に

ついて調 した結果は第 19まの如く であ る。 本炎に よれば前述の樹高生長

と 比核す るとき3 年生頃i か ら 枝 

條の長さ が,ﾡ高 り大となり 

74生頃には約3倍にする。

第一次分桜の 生量 を第11橋 

ﾡ地で探集 した 8 年生 クロモジ 

の 一次分数 10 本に つ さ 調 し

たﾡ県は第 20 ﾡの通通 り であ る。

第20表
-------- 

4
.......= =

1
-----

2 3 4 6 6 7
=====

8

仲量
cm
衆 13 11 12 7 3 2 8 2

樹髙の場合 と 同様般初の仲 •長は よく 2.34はその側長量を保持し, その後 

急に枝の生長は衰え る様であ る。
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4. 重量生長量

第1.2.3.5.6. 松地において4Ft別iitを測L た結果は次の如く である。

第21表

株地

番 ﾡ
摘 変

4

1 2 ハ3 4 5
1 2 i ﾡ木ﾡ 2 53 41 38 56

平 均 ig 10 18 20 56 102

T均生長ig 10 9 10 14 20
3 測定 木 製 2 9 17 20 27

T 均 I ig 20 30 _33 60 144
i ポ均生長ig 20 15 11 16 29

5 測定 木 致 2 2
T 均 fitg 10 10 20 30

i ず均生長ig ・ 5 6
6 測定本量 14 25 4 .2

ポ 均工 ig 32 69 101 130 60
不均生長α 32 35 34 3: 12

6 I 7
1

8 9|10|1112 1: 14

1811
152168 233
25 24 29
I7 7 1 15 10 1 3 3 4

202 297 357 449 771 450 300 8571120
34 42 45 50 .77 41 256 67 so
8 5 43

51 4s 81 97
9 6 9 10

4
98
16

の生は炎初は徐々に, 次第に核條の増加と共に急に増大する。併 

し 10 年生以上の ものは枝條が枯死して,幹部mれは増 しても枚ﾡ爪におい 

て反つて滅することがある。第3れ地における責料について, 年齡別平均 

出気: 曲線を 示せぼ第 5 圖 w の如くである。

大に主ﾡ, 桜係, 葉部のI比事本がどういラﾡ係にあるかについて8月下 

i現地に お い て関布 した。科加+ は大部分第 1 2 柳地で之 に数本の第 3 及 

び第 7 柄消地で探集 しものを 使用した。4崎別の量比事とついては第22 

炎の如 くであろ。 、

第22表

- 22 -

一、樹館 2 3 4 5 6 7 13 15 17卞
---

20摘愛-

1 17.2
15 g 

16.0 81.7 82.5
ア 

99.3 400 ・5 い
J.200

ア 
1,100

枝 2.3 24 2.4 30.0 39.5 46.5 250 270. 535 550 537

楽 6.9 8.9 9.5 36.7 65.5 77.1 240 290 3925 m71 :336

t 26.4 23.5 27.9 148.4」 1875 222.9 s90「1440 1,060 2,121 1,073

独交 2 3 1 5 6 ZL 15 17 19 20

止 66 5.• 1 44 44 56 57 56

枝 io s 19 :7 26 27
率 26 20 17 17 17

7Eボ駄 8 9 5
1 io 7 中 1 1 1 2

印pち6.7 年生以降の クロモジに なればﾡ も 桜ﾡ よ く 役述 I て そのn派比事 

大で, 之よ り 老齢と なれば枝葉はかえつて減じて幹部朮帝が再び大き く なる 

傾向が:認められる。

.樹皮率

クロモ ジ柄油は後述の如 く 樹皮部に最 も 精油含 •吊: が多い こ と が認め られ る 

ので材部に討する樹皮事を算H した。第 1. 2. 3. 5. 6. s.11. 杯ﾡ地において探 

集した1〜17 年生のク ・ モジ主除 21本につさ, 各年愉て該當する部分の枝 

係を 10～20cm をり之のu紙, 総生爪量及び剣皮後の幹部量を測定して 

i樹皮を3出 した。その緒果一般に生長良好な桜ﾡの樹皮事は不良な も 

の に 比して樹皮率が大 さ い傾 向が認め ら れたが, これらの 年齢別の不均の樹 

皮 を求む ると第23 表の如く である。

次に枝條の直徑別に m 気: 樹皮率を算出すれば第 24 変の通 りである。
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率 も 渋少すナ る 何 向が:明 ら かに められ な。

V精油含量 .

1. 樹体内の精油分布

ク ・ モジ樹休作内の精油の分布態を知る ことは探油上要な項であろが 

静岡縣下で行はれた實驗')では葉部に最も 大で 1.17 %で次で核果小枝で幹の 

太い力所は殆んど合行していないととを報じている。本場の調によるとク 

ロそ少u年3分5川以.下の場合の探油ボは0.260%, 3分5ハ〜4分, 0.229 

% 5 分以上 6 分5 M 0.075 %であつて, 直紙の太い校か ら は神 しく探油が 

波する c とを報告している。 メ三本木替林平 においては ク " モジ樹皮の商市 

味のあるものは出油な多く伙に無變した部分は少いことを實地株油上から述 

べている。

當場の賞驗によって も葉及び樹皮部に多策の精油が含まれている ことが次 

の各部分の特油の定に よって も 付つな。

s 月下旬採集の状料に對し,賞驗室において精油定方:城置によつて求めた 

測定値は,生頂にﾡし葉部 0.84 %, 樹皮部 1.09 %, 材部式跡全資料 0.34 % 

であつた。gちクロモジ精油は主と して樹皮部葉部忆含まれる。故に實際の 

採油においては葉の浒生の多い もの, 数びに樹市が大 き い細枝の分枝の 多 

い も のに探油率が大 さいとと が認め られる。

・ 2. 第木當採油量

項木當の精油採集 可能充: を 求めるため 第 5. 6. 8. 11 ﾡﾡ地 よ り 資料を 採集 

し質広にて精油定述袋置によつて森和を行い, 精油:策を求めた。その結果 

は第 25 愛の如 く であって, 生証量 c到 しﾡ油率は 0.25 〜 0.78 %% に 常 り ・ ー 

殻に 若小木は含油率火 さ く , 老大木は小 さ い価を示 し た。之は前述の如 く大

• 優木は材部のI量比事が大であ るのに材部に は発ん ど精油が含まれて居 ら な 

い公である。樹崎によつて一定の傾向を示さないのは, 生方地の環境によつ 

て生長狀態が非常に異るためFある。次に供試料の樹高,直布,朮#:別に用 

木ﾡの精油述を求めると第26.27.28.変の通りである。 之の賞測位 り三ﾡ

-4-

移動平均法によ り 求めな価を向示ナれば第 7 N如 く な る。

第25表
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番地名 樹
追P

徑

: , 二 

一次分ﾡ

マ.デ-------------------------------- 

ﾡ測定的 皮 量 4 はn料 ﾡ 油 中

nt ﾡ
主 1肝 t

1 5 1
cm cm

1.2 2(1
cm 
320 47.C 19.5

; ・ P
> 81.C £

こ 
) 0.34S

28
0.4：：

% 
0.74

2 5 1 144 1.0 16 280 3.c s.s : 8.( ) 50.3 1C ) 0.-16 0.4: 0.72
3 5 1 121 1.0 18 397 40.5 20.C 10.. • 71.0 1c , 0.39S 0.42 0.68
4 5 1 lie 0.8 12 180 21.C 6.5 4.( 31.5 1 o.16c 0.51 0.95
5 6 1 92 0.9 17 293 26.C 17.0 31.〔 74.0 G 0.31S 043 0s4
6 6 1 110 1.0 11 211 40.C 9.0 11.c 00.0 2: 0.283 0.47 1.21

6 1 105 1.2 13 25S 46.0 12.0 11.c 69.0 0.425 0.69 1.30
8 6 1 83 1.1 11 252 34.5 19.5 21.0 75.0 2 0.:54 0.47 1.04
9 6 85 1.0 7 93 2S.5 3.5 6.5 3S.5 1 i 0.132 0.34 0.90

10 6 1 82 1.0 12 218 27.0 11.5 16.0 /54.5 2 0.265 0.49 1.14
11 6 s) 07 0.8 8 105 12.7 3.5 7.(1 23.2 0.126 0.54 1.11
12 6 7 46 0.5 3 11 4.1 0.4 1.2 5.7 0.029 0.61 1.s
13 6 4 41 0.5 6 5: • 3.6 1.1 21 6.8 0.053 0.78 1.56
14 6 2 48 0.6 11 74 5.3 2.0 5.5 12.S 3 0.069 0.54 0.97
15 8 7 50 0.5 7 51 5.4 1.1 6.4 12.9 1 0.070 0.54 1.56
16 s o ・ 66 0.8 8 120 16.7 5.5 13.7 35.9 1 0.110 0.31 0.81
17 11 1 176 1.6 20 482 104.5 41.0 ヽ 32.0 177.5 12 0440 0.25 o4s
18 11 1 178 1.9 18 557 172.0 1:34.0 82.0 388.0； 6 0.960 0.25 0.44
19 11 1 214 2.01 14 458 120.5 82.0 54.0 256.5 7 1.145 0.45 0.78
20 11 1 164 1.1i 16 306 505 16.5 15.5 82.57 8 0.319 0.39 0.66
21 11 1 200 1.3 17 336 92.5 20.0 28.5 141.0 I6 0.570 0.-10 0.70
22 11 1 129) 0.9 13 234 30.0 14.0 14.7 58.7 11 0.225 0.38 0.74
23 11 1 112 0.9 11 153 18.7 8.0 8.0 34.7 7 0.126, 0.36 0.5S
24 11 1 115 10 19 286 35.5 15.2, 13.0 63.7 13 0.271 0.4：1 0.70
25 11 2 119 0.8 9 164 23.0 8.3 6.0 37.3 8 0.135 0.36 0.00
26 11 2 98 0.9 11 127 19.8 o.1 7.2 33.1 6 0.1281 0.39 0.66
27 11 I 240 17 23 550 176.0 50.7e

3.0
64.5 291.2 9 0.824 0.2s 0.4s

28 11 2 100 0.7 7 90 8.8 4.0 158 8 0.086 0.54 1.04
29 11 216 1.8 17 441 228.0 73.0 54.0 355.0 6 1.246 0.35, 0.63
30 11 1 104 2.0 22 016 152.0 98.0 68.0 318.0 9 1.205 0.38 0.61
31 11 1 217 2.2 20 565 310.0 106.0 630 460.0 5 1.702 0.36 0.60
39 11 1 201 1.71 16 4s4 177.0 74.0 44.0 205.0 6 1.188 Q40 0.59
33 11 4 234, 2.5 15 7671 447.0 313.0 99.0 759.0 1.905 0.25 0.43



第26表 第27表

樹高防
4 油 玳 ee

測定数
#地 it ee

劇定量
式測値

三面区 
動で均

Niu
三動区 
助T

m cm
0.4 0.044 二］ 4 0.4 0.055 4
0.6 0.118 0.1371 2 0.6 0.086 0.102 1
08 0.250 0.203 3 0.8 0.166 0.173 8
10 0.241 0.238 5 1.0 0.267 0.294 8
1.2 0.223 0.249 6 1.2 0.448 0.449 3
1.4 0.282 0.422 2 1.4 — 0633 0
1.6 0.762 0.581 2 1.6 0.817 0.85y

1.032
3

1.8 0.700 0.780 2 - 1.8 1.103 2
2.0 0.879 0.981 2 2.0 1.175 1.327 2
2.2 1.364 1.203 3 2.2 1.702 1.594 1
2.4 1.305 2 2.4 1.905 1

年齢別の木柄油を求め ろ ため大休, 標準の生長 を なしている と 思わ 

れる第 3 標準域の年齢別樹為表 よ り 夫 々の年Mに 該益ナ る 不均樹高 を求め, 

とょ り第7のN上で, 4齢別のﾡ油を求めたのが第29炎である。 之は 

伐探に よ らない崩ﾡ木の樹高5別の探油可能であ る。

を c～u

26 一

第28表 第29表

f it 隣
itcc

測定般
午 R 木 添

inat 三動 
動1 cm

ﾡ油 果

g
-------- ---------- -------------------

25以 下 0.061 5 1 05 0.16
25～ 50 0.131 0.136 7 2 75 0.19
50〜100 0.302 0.323 11 3 91 0.22

100～150 0.570 0.437 1 4 110 0.4
150～200 0.440 0.585 1 5 136 0.39
200～250 0.740 0 6 15S 0.56
250～300 1.052 1.001 1 7 17S 0.76
300～350 1.205 1.120 1 8 190 0.90
350～400 1.103 1.371 1 9 21s 1.17

400以 L 1.S04 1 10 242 1.:8

3. ha當 探油量
前記標準地におけるha常採油可能數駅を克出した。卽ち各標準地の樹高 

60 cm 以上の クロモジ が伐挽利川せ られることとし, 第26炎の樹高P別m 

木ﾡ探油量炎と樹高 260 cm以.上.はWAI上に その曲線の延を行つて共々 260cm 

1.53 C.C 280 cm 1.68 C.C300cm 1.85 C.C と定めて 各樹商除別木数に W木常 

探油量を采じて K 常採油可能數策 を算出 した. その結果は第 30 表の 如 く で 

ある。

第30表 ha. 樹高 60 cm 以上探河能派 cc

棉準地

番 誠

材is60cm

以上木敗

樹 お 際 別 (m)

0.6 0.8 1.0 1.2 14 1.6 18 2.0 3.2 24 2.6 28 | 3.0| mt

1 7436 105 239 228 230 628 596 600 302 61 2981
2 24725 746 1793 621 85S 1313 452 217 164 67 0231

3 8000 0g 193 220 237 ：317 407 390 5891143 014 0s9 1428 6302
4 11800 6DSi 650 309 174 ；633 116 78 2013

お== 4ィり

6

り0
32800

り, 

164s,
・・

1827 1856
12D
772 ! 506 292 6741

7 17350 774 914 583 324 253 349 468 589 421 341 306 339 93 5751
8 20200 164 325 405 333 1730 2084 1560 1973 1805 1911 612 12252

9 3200 7 51 i1 62 c9 436 546 147 68 230 252 i99s

10 18800 197 203 214 423 802 2440 2184 1864 1323 1775 1530 12895
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そのﾡ果に上れば第510お判地が炎大の探油可能を行し1.29んであつた。 

大は第8 松地の 12.2 2 であつた。こ れらの標準 J 也は何れ も 樹高の大 さ いも 

のの本数百分率が火である。平均樹高の低い 力所は何れ も 6 2 内外であつた。 

これら の数字は何れ も 賞空の探油量 を礎としているの で賞際の探油 は 

之ょ り下廻るものとられる。又独際直役の太い ものでも全資料よ り探油し 

たととと してtﾡせられているが, 實際は直役が太く 樹皮の 黒色になつた部 

分は採油率が低い ため最初か ら 探集せ ら れな いので太い彳生 級の含まれ るもの 

は更にha當採油先は減する.

WI 伐採によ る萌芽

クロモ ジの 更新 は 主 と し て前芽に よる のが奴: も 多い ので 俊探に よ る 前歩の 

發生状態竝びに その生炎"についてが輩地を設だして調 した。

試験地はi前記郷8 標準地及 び之れと 隣技す る ﾡ城で 合計mit 0.03 ha と 第 

12 標巡地の 0.02 haを夫々 0.01ha 宛 5 Wに分け た。

ﾡ探時期による前の役生状況及び仲長量を知るために1 年を通じ大の5 

何忆分けて伐採を行つた。印ち4月下仰の開符前と開術後生ﾡ盤期とﾡは 

れる 6 月下旬と生一長の末期の 8 月と系葉期の10 月及び休眠期の 12 月の5 回 

であつた。代探4の 8 月及び代探翌年の 4 月及び 8月の3 回に調 したな。 

4月, 8月, 12月阪は第8標地, 6月,10月阪は第11松性地で行つた。

1. 萌芽率及び萌芽數
伐探後約1年を經過すれば枯死株以外はすべて萌芽の發生を見るから伐採 

ﾡ株致に到する蘭ﾡ株数の百分率を以て前球率と して之を各試験麻每にま と 

めると次の表の通りである。

-28-

第31表

伐 探 ・期 4 ；J 6 月 8 月 10 川 12 月

役探株具 81 170 92 143 402
前 ﾡ 株 数 69 120 6s 114 298
ﾡ ﾡ 単 85 70 74 80 74

本表によつて伐採時期の如何に拘らず,4 手を通 じて萌芽力を有する こ と 

が解るのであるが, その崩球事の最もよいのは4月である。6 月はﾡかに崩 

率が低下するが他は相以た成績である。このﾡ向は他の洋葉び課樹の崩® 

に際しても同様であつて生長期のﾡ芽ポは一般に悪い傾向があろる。次に各 

試験山におけ る 1 株常の萌芽本數を調査すれば第 32. 33 炎の如く でぁ る。

第32表

費 探 N 期】 4 月 6 月
s月 「10月 12 j

1株宿域多木最 8 8 6 4 5

同 技 少 木 敦 1 ' 1 1 1 1
同平均木 ﾡ 32 . 34 2.3 1.9 1.9
ぴ 査 本 数 81 170 92 143 402

第33表

伐 採 ・ 切 4 月 6 月 8月 10月 19 月

0 14.8 • 29.4 26.1 20.2 25.9

1 16.0 27.6 27.2 36.4 ・ 44.0
木 2 32.2 27.0 17.4 25.9 19.2
公 3 22.2 11.8 14.1 14.0 8.2
助

4 9.9 24 7.6 3.5 1.5
イ

木
5 1.2 0.6 5.4 — 1.2

數
6 2.5 0.6 2.2 — —

別 7 0.0 0.0 — — —

8 1.2 0.6 — —.

本によれば 1 株常本は 4 月Mを炎大と して逐次減少を示している。

第 34 表
に 代根の地際循 と 崩本数 と 

cowて ひナれば 第の如=、、九径 cmj cm cm cm
小別 -

4 川

_0.5」

2.0

1.0

2.3

1.5_.

3.0

1_ 2.0

3.0
くである。

6 月 1.5 2.0 2.8 2.5
@ち, 伐株の 近林の大をいもの

s 川 2.6 2.7 i 3.0 和大 休において 前ず本製の多 い 傾

10 月
15!

17 2.0 1.7 向が認められたが, 毎 1.5cm と

12 月 io 1.5 2.0 2.0
2.。 cm と の間に は殆んど 差異がな
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く,$ろ20cmの方が淡分先る何向が記められた。

2. 前芽の生長量

萌芽の仲長生長:比 につて調布 したが, その内各株朋のボ均長に よ り ・ 

その株数別木数百分率を示せば第 35 炎の通 りであろ。

第35表

次に代探時肌別のの域大仲長,岐小仲長, 平均伸•比球 を示せば次

、、四採呼期 

伸艮ボ'ヽ、

- --—三
4 月 

______(12
6 n

'______0
8 月 

______®
10 月 12 月 〔tE)

探

4

cm
0〜10

11～20

21〜30

31〜40

41～50

51〜60

61〜70

8.7

26.1

34.8

17.4

11.6

1.4

37.5

33.4

15.8

13.3

64.7

20.4

5:0 ・

(.2) tmの8"Hに

⑶ t状翌4の4月調

(x5X6X7L探聖4の8 wtt

(5) 24分の仲合計

調木裂 69 120 68

役

探

翌

年

0～10

11〜20

21〜30

31 ～40

41〜50

51～60

61〜70

71〜80

i

(4
5.0

19.2

33.3

22.5

67

5.0

6.7

«の
5.。 '

22.1 '

36.3|

19.1

147

2.9

12.2

15.8

24.6

22.8

12.3

7.0

6.3

て

1.3

8.1

16.1

22.1

30.0

15.4

7.0

1.0

調 査 本 宴t 120 6s 114 298

の如くであろ。

第36表 
・

伐採 時 切 4 月 6 )J 8月 10月 12月

i大仲量

小仲量t 

平均仲量

cm
$2

9

38

cm
3S

3

16

cm
22

1

9

堪大仲量 _ 77 55 87 80

i小仲量 5 8 、5 10

不均仲長量 29 27 39 4

以上に よ つて 伐探時期に よ る西芽の伸長狀態 を る に生ﾡ間に 伐採 した 

ものは, 2 年間の伸WV： を合計 して も 生休止期に 代探せられた も のか ら崩

L た ものに比し非常に劣る傾向が認められた。.

特に 8 月以降に伐探せられﾡ4前芽したものはその桜ﾡが主だ優化しない 

で寒害を'蒙る恐があ ろ様であ る。

1 株常2本以上前ﾡを彼生しいているものはその内炎いものから順に 2本究 

を取り, 1 本のみの明芽は その ま ま とつて之から各株の不均仲長量を求めれ 

ば第 37 表の通り である。

第37表

伐採 時 期 4 月 6 川 8月 10 J 12 月

茶 仲其 量
cm cm cm cm cm

52.5 19.0 13.5 — —

ﾡ 仲 乂 i — 37.5 31.6 43.6 51.0

以上によつて ク ロモジの崩ずのためには, 早春開析前の冬期間の伐採がよ 

い。しかし探油「飛は冬は積雪及び※業のため一般に夏季に行はれるため

前す期 新の*た め には都合が題い。※締油の m !か ら 行え ば,以技英繁茂 

する時は收•吊:多いがその品質劣り秋期は收油率が減ずるが口質となるとの報 

告せ られている。故に 更 ﾡの ため に 又 よい 品質の精油 を 探集す るためには秋 

季落葉期前の伐採を可とする力;, 卜的には 5月上り 10 まで通じて賞行
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するととになる。

大に伐根の地隣極と前ﾡの仲長量を調 した結果は第 38 表の逆 りである。

第38表

地際役cm

位探H
0.5 1.0 1.6 2.0

4
cm

28
cm

35
cm

44
cm

58 62

6 28 39 40 42 6s

8 a1 27 32 36 34

10 27 37 41 63 59
12 25

______ 」
25 35 44 86

その結果伐根の地際律の大なるものほどその明芽の伸長も良好な傾向が明 

らかに認められるのである。

萌芽:の登生位置について,伐根の地際附近(A),伐根の地上部の中央附近 

(B), 代ﾡの地上部の上部(C), 切ロ(D), に別けて調在した結果は第39炎 

の通りである。

第39表

、探 月 

座変位m- 4 月 6 月 8 川 10 月 12 川

A
妬

57
%74
- % 

54
ヌ

54
ーヌ

65
B 27 17 24 20 20
C 16 9 22 26 15
D — -- — — —

その際の伐根長は次の如くである。

第 40 表

月 別 6 月 8 月 10 当 月

最 大
cm

46
cm

43
cm

36
cm

45

量 小 8 .8 10 10

均 25 « 26 22 25
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以上iに つてク" モの前歩は牛数以上地際附近か ら發生し,伐根の上部 

に至ると共に, 前ﾡ数を淡することがわかる。 之れらの探においてﾡを使

川 したが, 比校的切口の滑らかな ものでも切口からの萌芽が認められない。 

故にクロモジの代探につて特別のﾡ件を必要としない様である。なお伐根 

長と胡芽の仲長生長との間には大した關係が認められなかった。

・ \

M 天然更新状況とその補助事業

1. 天然下種による更新

林地におVてクロモジの賞生前が見山される所は比桜的極級の大さいク 

ロ モジ波生地の経路沿又は笹その他純の少い力所である。そしてクロモジ 

の粘賞は比北較的少いなめ に賞t生の役生も その数が極めて 少 ない。※種子 

は球状で飛散 しないから 母樹か らあまり ﾡれた力 所には分布しな い。

.實生君の生長は前述の如く ﾡめてuく 幾度か先端部が拈死して次第に根部 

を肥大して初めてﾡ大な前ﾡが生するものの如くである。その 1 例と しc賞 

パ 生をス ケ ッ チすれば第8. 9Hlの如く であつて, 第8 圖は當年生の實生苗で 

い ま だ子ずの生が認め られるも のである。第 9 圖は前述の如く •先端部が s 

〜 4 l回枯 し,側方から前芽仲長を繰返 してい る狀態で根部は當年生に比較 

して非常に肥大 しているのかである。 夫々その齢は A 4 4生, B 8 年 

生であると推定出來た。外に林址にあってHE盛な萌芽を生する根株が出來上 

るまでは, 少くとも 救年以上 を 要す る 校であ る。特に クロモジ 賞f坐の 發 

生 所は 大低純の 少い上木の あ ろ 陽光照射依の 少 い所が多いためにこの

な態を示すのであるが, 山にﾡ光の照4の血好なか所でク ロ モジの賞 

商 を被す る維木, 箱を 人 mic 除 してやれ, その4数は 10 4以 

下に短納で さるものとﾡ想される。

クロモ ジの然下種地掃と して知内継益山,山行i川沿林開 262 所在, ミ ズ 

ナラ ・ イタヤ •ブナ 中徑木林下に あるクロ モど#を 3*5ms 月 地上の葉 

府を除去して鉄にて鑑物赏土壊の一部を雑出.せしめ,その後滿 1 4経後稚 

樹の發生状況を親察した虐,發生木数21 4,1均除長7.4cm,地際優1.2mm

ー・ 33 -



第8町 第9田

天然生生商 天然生生ﾡ

広4生 A. 推定 8 4生

B. 定 4 4生

Seel % ・ Seel s

根h 5.3cm葉数3〜5 枚であつな。比較區は全然實生の發生は認め られなか 

つた。。

それら の發生苗は 殆ん ど前年秋落下 した種子 より 生じた もの と 思われ な い 

でぞれ以前よ り落下した理沒純子が堀起しによ り發芽したものと,思われる。

卽ち天然下細也拓と して或程度の効果を期侍する ことが出來るが,それら 

の資生を 生せ し め て採油利用木 とナる に は相はの 日 月 と 指府 を 必 と 丁 

ることが認められる。

2.崩芽又は伏條

現4見 らるる 天然 クロモ ジは前述の如 く 1｛生iか らそのまま 成立した も 

のは殆んどなく 大低はﾡ株からの前ザメは伏ﾡによつて更新したものである。 

それで株状にﾡ地 したものをとつてスケッ チすれば第 10.11lの如くであろ。

-34- 

第 10回lの I に 示す如く 初期の株が出來,之れが枯死し之に代って II の株が 

繁茂し, 之が枯死するに及んで現在Iが:主除となろてVる。 之な枯死チる 

様に なれば IV. V の幹が弗大に發達する もの と,思、われる。この樣に繰返し第 

11 岡の如く ﾡ都は次第に,肥大生炎して大きい株状をユするに至るのでない 

かとﾡわれる。

第12は伏株による新状沈 

であって, ﾡ株から彼した3木の 

曲芽の内部が地中の樹植籽內に埋 

ま つて之の部分に 發根 し た状態 を 

示したものである。

之によっても伏條による更新方 

法が認められるのである。

大に崩歩の生と手入とのM係 

をぬるに, 榆山經読風俄M网冇林

において上木伐探後,ヒノキア ス ロ 述地折のために, 笹その他木を刈 

拂 うこと によつて, ク H モジはﾡして多数役生し,附近の無地折ﾡに比校 

して木ﾡにおいてもお, 地際任においても者しく大となつている。ﾡち第
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41炎の如くである。

第 4r表

u 名

100m'高

本 致

T 均

ic 霊

承 均

樹 •高

cm cm
工 入 帳 264 0.9 109

妍乎人斯 147 0.6 69

と の様に クロモジ その も のの保育 を 

登照としなくても, その附近の造林木 

の保育と兼ねて行うことが出來る。

そ して地林地の内には刈携の筋川に 

太い直他級のものが彊生する場合があ

り, 第11 標渺地の場合はその例であ 

つて, そのクロ モジの以大直役 40cm 樹高5 3 m , 平均直徑 1.9cm, 平均樹高 

19.5 m に並 した。卽ち上木伐採後のク ロ モジﾡ生地は一般にﾡその他流木頬

の災茂がﾡであるので, とれらの刈挑を行つてクロモジを保することが 
・ ■ #

必要で あ り, 特に クロモ ジ採第後の動芽の生長お: を 促進す るために, 笹類の 

刈挑が必要と認められる。

山火後のク ロモ ジの萌芽について 2.3調在したﾡ果を述べれば, 昭和 22年

5 月下旬軽度の地表 大に よ り ﾡ失した クロモジは, 同年 8 月 30 日 の調に 

よれば母幹は全部枯死 したが,1 株當萌芽数 3.6 本, 均崩ﾡ域23em, 最 

大50cm, 小3cmであつた。それ故輒度の山火によつて修 雜草が焼失し 

ﾡ芽の生長が良好になることがある。

m 苗木の養成

1.福 種

ク ・モジﾡ子は 9 月下旬黒色に熟する。それのm位諾の量及び各積につ 

いて昭和 22 年 10 月上イ, 注弟替林 •沖湯岱國方 林で採集したものを詞布する 

と次の如くであろ。

1,000本爪量 ' 88.7g 11當 4497g

之れ を25°C の恒温然中で高法ﾡﾡがﾡを施行 したが: 全然役がめられ 

なかつた。この後歩のたなめには低温ﾡ又は継湿なることが必要の様である。

之れを切斷法によりて視るに,88 %は内容あり5 %は腐敗球子7 %は摘 

害種子であつた。 な中虫内にしだ種子をm和 2345 月札幌常場m場に
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jTHしc。 がはシドiに池れお 初何であつた。10月 火に その發芽数及 

び を調イナ る に, 種は 750 本に 到1 代市数は 22 木,率 s % 

であ つた。又 その生長は非常に悪く だ53.5 cm ・ 以低1.5 m ・ 平均 2.2 cm 

であろ。不我ﾡ種子を土中よ り問して内容を根するにﾡ敗して帰らないの

で項卷發茅するのではないかと思われる。

以上の紹果から播就か ら我開始逆約 3 月 を要 した こ と は冬季の貯減が 

不適常と思われ,秋播するか又は砂中に埋蔵貯藏して春播すべきであると思 

われる。

種子による木ﾡ成法は目下この松な状態であるので, その見通しはつけ 

がたいが,和子の多量採集因ﾡなることと,満木の生派が良くないことに 

つて大した期待をもつことが出ポない様である。

. 2.揷 木

ク n モジの抑木による木推成試験と して次の如く 豐平祐圃で施行 した。

第42表

挿 付
木 ﾡ

發 山 
木 致

カルス
形 成

a ナラタレ
ンN酸な 5,000倍

2 30 -

4 30 ・- — 一

12 30 — —

10,000倍
2 40 2 5
4 30 3 — 10

12 30 一 1
20,000倍

2 30 3 1 10
4 30 ・ 1 -

12 30 4 2 13
40,000許

2 30 7 1 23
4 40 12 — 30

12 30 — 4 ・

ﾡ虐理 50 10 2 20
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抑積は:営朴で上ノ 岡耗常K 

湯岱固冇林において 3～ 74生の 

母樹より 1〜 3 年生の部分を昭和 

23 年 4 月28 日 し,之れを當 

場に持的って 4 月30ロ打付を行つ 

た。

抑積は長 さ 15 〜 20cm と して上 

方に 2 乃至 3 ケの新芽をつけて下 

部切ロは鳳路形に切所し,喚置 

と Lてαナフタレン商(三共製) 

に所奨時川した後通の下床 

に邦木した。管理法と しては 8 月 

下旬迄よ しナをかけ約1 日毎に流 

水した。

そのﾡ果 押付後 10 日 程で 折種



に つ け た芽は全 く し6月中 何切iよ り 比桜的行の小 さいものか ら柿 し 

た。10 月初旬全部班取 り 發根狀態を羽べた處第 42 炎の通 り である。その結

果低濃度の αナフクレン耐酸4 時IIチが:5の 30%の我棋事 を 示 し た。

卽ち" ナッ クレ ン础能 を 便用する, と すれば 4 高イ税度の も のの短時I耶 

が行効の様である。なおﾡ拠 した ものは生長良好な枝條から探集 した肥 大し 

た抨種が一般に發根が良かつた,

以上の成績によつて,クロモ折木はある秘度の込があるな, 決して發 

提易な和類でな く 相當集約な管理を要する ものと思われる。

3. 苗木の移植

苗木の移柚: の難易 は植樹造林の際の は要な 條件の一つであ ろが, ここにク

・モジ犬然拓の採集送付を受けて移植を試みた成績を示す。 第1回移株は昭 

和 23 4 5 月 26 H沿 ノ価研役 クロモジ地際 10cm 内 外さ60cm (先端部 

切斷)の木30本力抜にて荷られて5月 31 n 札幌到帯心ちに畑地に移植 

したが, 全部枯死した。 し .

次いで第2回移株として, 木古内ﾡ林で,知内紅然Wから6月5日城取ら 

れ6月0日知内Wから姿となり6月14日に常場に到した, この際,箱 

入としてﾡ内でﾡ系をぬれた継で散つてあつた。その請木の平均の太さは地 

際杯 4.3 mm長さ38 cm であった。一般に第 1回のもの上 り木は小 さ かつ 

た。

7月5 ロの活ﾡ状況を調すると, 苗木数 129 本内,材損製27本で添ﾡ 

率は 79 %であつた。 7月14日 の調布に よ れば役芽した桜ﾡの仲賢は不均 

2.5em に並した。

以上の結果に よ れ, 現地において適期に移植を施行すれば相當高率の活、 

※を期待し得るものとﾡわれる。故に現在のﾡク " モジの積極的な増殖法と 

して最 も 可能性の あるのは, クロモジ 叢生地 よ り 天然苗 を 山地移植す る か, 

ヌ 1.2年市Mで成の上ﾡ救するのが比似的易な方法とお父 られる。

N 探油事業と森林ﾡ営との問係

1. 過去及び現在の探油状況

ﾡのの地力におけるク ロモジ探油状沈の台の に よれば明治時代よ り 

ク ・ モジ製油業が行われ, 之れは製油器所行 并と その土地所行者と の共同 

ﾡなになる ものが:多 く ・ 展閑の季節を利用 して婦女子に原料 を 採集せしめて 

之れの製ﾡを行つて居つた。それ故何れの製油所においても数ヵ月連績して . 

作采を行うことが稀であつて, その地方農家の都合を見て作業を始めるので 

あろ。そしてその原料を伐採し盛せば,他の原料豊富なる地に移神し,原料 

木を地主よ り牧して製油に従した。原 M 不足の際は L2 年休業 して原料 

の生長を得つて油の原價を見て再び製造に求手していた。伊豆域方において 

は無温温吸な収山では代探後前が4 2 人深山で1内外生するからﾡに 

製油町バ料の探以外の武代と野大の延ﾡと を禁じ全朴を 3 力年編伐の矮林作 

来を探 り製油「を行父ば水 く 同一の火穫を持ﾡし得, ヌクロ モジの天然造 

朴はﾡだ卒場でその繁力盤であるから桁し現在の立木に保護を加えれば 

一片の流額を期得し得ると報告せられている。併し一般には クロ モジの増殖 

忆封し精極的に保育,更新が計られたことが無い様である。

例ぶ地力は飛後柄間ﾡの拠求合の指物によつて飛時中自然度業の般館にあ 

・つた製油采を復興して,回下盤んに探油せられつつある。1森ﾡ三木な • 

如警り 管内のブナ林研伐跡地又は放牧探場川地に自生すナるクロモジを討察 

と して, 採油事業が我村の副業と して昭和104iが後に行われたことがぁつ 

た。その他, 下葉) 石川 兵川3 .口取•各縣で行われたがいすれ も小規模に終 

つていろ。

木道において も 昭和 10年i後に桁山地方において ク ・ モジ製油の記ﾡが 

あ る が, ﾡ中は中絶せ ら れ, ﾡ後昭和 22年よ 湯岱附近の懸氏が香料台 

it上 り 製油器ルを仲受けて小規校に製松をM始した。 之れは 1 回 20貫入の 

釜を6基設Mして攻不の典岬期に探油している。ク ”モジは附近の國冇林, 

又は村有林から束軍位に拂下を受けている。以上,従米のクロモジ探油求
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の状態をﾡろと次の特徴が改め られる。

1. 投山村のWﾡと して小城校に探油せられいたにすせないとと

2. 探油iがの ク ・ モジについては地所行者として之れが増殖をt 

る"積機的な手段がと られなかつたとと

③. .探油器の改良に り 事門家がM極的に指球する こ と が少なかつた と と 

從つて採油」:に損失が少なからずあったこと

2.採集林の輪伐期の決定

探油源朴と して現クロモジのﾡ積の多い力所を中心と して施業して行 

く べさであるが, 永 く ﾡ積を保持大してゆ く ために輪伐: 削を如何に決定 し 

てゆ く か間題となる。これは ク ・ モジﾡ生地の域の肥浜廣及び氣候係件に 

よ つて 異る が,今介回調 した範囲 に よ つて決定すれば次の如 くであ ろ。

第8松地の崩芽試験地の調布新果によ り 無手入の場合,大休次の如く 收 

腹を豫想出來る。卽ちクロモジの伐採後の郷芽の仲長讨は次の如く推定した。 

高 1.20 m よ り ③にする ことに上る。印ちこの利度の樹よ り 横桜が多 く 

なつて』L木の継けtが:非に増加するためである。uに樹; 145cm となれば, 

地際イが:1.5cm内外となつて, 之れより上り歩救においても, 又之れから 

役 し た前球 も 第 30.36 炎の如く概1.0cmのもoょb 数段上 い斜県 を 示す。 

併し地際徑が 2.0cm に なつて も それ程の曲 •芽数が増加 しない。乂 6 以上に 

なれば萌芽の地際部が黒色となり,採油率が低下する傾向がある。故に他の 

色 々の條件を 考 慮に 入れなければな らないが, この際 5 年輪伐期が有利の滁 

であろ。簡 こ の際 00 cm 以下の 小木は ﾡポの 山新の 安全 を 期す るためにその 

まま代探しないでおく ことと した。

以」•.の結果は無手人の場合であるが, クロモジ 伐採義,単猫に 又はﾡ朴地 

手入と平行 して ク ・ モジﾡ生地の衛,箱及び維木の刈携を行えば難に崩券 

の生派 を 期イサする こ と が出米る。 その際の前ﾡの仲炎水定炎は節 44 炎の 

如くである。

第43表

役探6〜9 月 1 4 後 j 2 年 後 3 4 後 4 4 後 5 4 後

cm cm cm cm cm
総 仲 長 量 35 70 100 125 145

4仲長量 20 
-----------

35 30 25 20

34以降は質測価がないため第4を参照と して決定した。以上の崩の 

仲長喚想に ょ つて第8 松ﾡ地の探油牧ﾡ見込量は次の如く であ る。

@pち hi 常 60 cm 以上の クロモ ジ継本数 20,200 本の内崩券 1本役生の期 

率 27.4 %,崩芽 2 本以上の も のの崩率 4i.8 %であつて, 2 本以上の も 

のの内收獲封照 となるのは2 本のみ と して計号すれば,崩継数 ha 常 28,635 

本生する結果となる。故に第7によつて, 樹高 125 cm 及び 145 cm の草木 

當採油先 を夫々 0.90 cC 047 cc と して之れ よ り h 當の採油架 を算川ナれ

4年伐期の場合は 7.004; 5年伐期は 11.11 2となる。204川行回上記の探 

油 •吊: が採集出來る とすれば,4 年伐期の場合 は 5 回で総量 35.45 4 ・ 5 4代期の 

場合は4回で44.440で撃引8.094のが生する。これは琅木當,探油量は樹
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第 44 表

14後 24後 94後 44 後」54後

ﾡ仲 具 i
cm

45
cm

90
cm

120
cm

150
cm

175

巡 4 仲 量 30 45 35 25 20

その結央保育を行つた場合のﾡ代期は 4 年にするこ とがボる。

・ 3. 探集地と森林経ﾡ

林地利上クロモジ集地と森朴経ﾡと如何に納びつけて行うかをお条す 

れ ば指伐作業の 場合に おいては, 現在の天然生の ブナを主とする 朴分を埼代 

して トドマツを造林すると き,ﾡ栽本敷を3,000本とすれば, 種楽"によ 

ればﾡ救後 20 年 で ha 當本數 1.753 本, 樹高5 7.4 m 疎密度 0.7 の#分に な る 

見込 となり,25 できまする に至 る と すれ, 大休松求後 20 年間 ク・モジ 

探集地と して利用出來得る見込がある。故に上木と ク e モジ4との削係は 

大の如くであろ。
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第45表

遣林批作 t 採 揖 1 戊 下 x ド x]
座 切

4 切 1
除 間

上 木役 採
後 年 ﾡ

— 3 4 7 11 15 19 23 29

ﾡﾡ後4ﾡ — 3 7 11 15 19
クロモ ジ採集 I II III IV V IV

印ち, 大休において上木探後, トドマツﾡ林木がごﾡ6回の刈ルがH 

來ることになる。カラマツを造林すれば, ・ドマツに比し生長良好だために 

植栽後 11 年迄,印ち4回刈収が:, それ以後はを期する込となる。之れ 

は地位及びﾡ攻木徹に よ つて 異る 力, クロモジ 天然生の役生 多 く ・ 集闘 を な 

している所に登してはﾡ攻本数を減じてもむに至る期をく して, ク 

・ モジ探地と して利川する を得策とする場合がイる。この際造林地の刈幅 

内の ク ・ モジを残すは勿論,前川において も ト ドマッ及び ラマッﾡ城木を 

被噴 しないも のは桜茂 して保育する株にする こ と が肝であ る。ブナ朴の 

潮伐作業においては本地方の史新期間は 204と 見做されているので, 前t代 

後,後主で4〜5回の探4が:出米得る。 ,

新災林作飛の場合にはめ葉樹上木市代後,ﾡﾡ関新 して俊閉に至るま で1o 

年内外であ るから大休2回和の刈取が山來得る見込であ る。

トドマツ,その他針無樹類の造林地の場合は鬱田すれぱ,林內の陽光度は 

少く, 殆どクロモジの坐育はゆるされないから, 竹伐作業が繰返される場介 

は次の主代後にはクロモジ探集地とするととは出ポない。ﾡし,新伐作采ス 

はﾡ林作業の場合は次の回9年において も ク ・モジは林下に残イし, その上 

木伐探と共に再び旺盛な成長を期待することが出來る。ク ロモジの繁殖適地 

であって部分的に ク ・ モジ後生を候く 力所には ト ドマツ植栽の如 く ・ む明去 

で長期間あつてク ・ モジの刈取回数の多い場合において, ク ロ モジ天然の 

移柳を計つて ha 當の木數の増加 と ク ・ モジ探集地域の増大を計るべきであ 

る。そしてクロ モジの繫利旺盛に して採集地と し.て可良な處は施業策編成, 

又は檢訂の際その斤記入 して採集地と して指すべさである。

なお放牧地において もクロ モジ地と して利用すべさ力所があ り, とれ 

は牧野計に細入 られるべさである。

以上によ り現イクロモジ探地として適の施系は, 主朴木のN折期を 

利川し, その間, 逃林地の地, 下刈と併行してクロモジの保育を行い,4 

年II毎に数回採集を繰返して ﾡ朴木のJ新了と共にその力所を放来し, 他 

の更新面に移る様にするのがよいと思われる。 新期川が長く かかる場合に 

は, 初に ク ロモジﾡ生地の逃の適地に天然市を移株しても上 いとわれ 

る。

又現在の応,賞t生, 押木花の植栽,天然下報堆措等の従施は經済的に若 

慮する餘地が多い。 . ・

xむ す〜び

森林の副産物の利用に當っては,その資源の見技と増就法が朮要な要素で 

あつて,特に容易な増制法が見出されない限り,その採集事業そのものは非 

常に不安定で, 現在の資源を取りつく されるとたち處に不振となる場合が頗 

る多いのであろ。ク ロ モジの場合も その例に洩れない。ここに道市地方の ク 

ロモジを對象として,その現在の分布,ﾡ税及び増ﾡ力法を調布研究して見 

てクロ モジ探洲「の永績性を計らんと したものである。

そのﾡ果, 未だ試驗途上にあり,今介後なお調在研究をﾡする"が多いこと 

が同下その採事「業が"興せられる時そのﾡを報告するの も 意求あ るとと 

と 信 じ 昭和 23 4ポま でiに 得 ら れた資料 を 取解 め た次第である。 その災歌を 

摘記ナれば次の如くである。

(1 本道に分布す るクロモジ はオ ホバクロモジ Benzoin membranaceumO. 

Kuntze. とﾡし 本州岩手懸以前に分布するクロモジ Benzoinumbelltum 

Rchd, と種を異にする。 、

(2) 木道における ク e モジの天然分布は主と して黒松内低地以の山地 

にあり, 特に柄山,松前, 上磯の諸郡に多い。

3) ク ロモジの所分布は凸地形の峰血から山ﾡにかけて多 く , 凹地形の
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i派通 り に は殆ん ど分布 しないか又は之 を缺 く ・ ,

(4 ク ・モ ッ は ブナミ然下の流木に も f通Hつ多 く I現し, その他

ミズナラ ・ イ タヤ林 • ト ドマッ-ササ小にも分布が多いが, ダケカンバ林 

エゾハンノキ林及び トドマッ ・ヒバ純林中には之を候く, ブナ札, ミズナラ 

イ ク "林の伐探後数年間 クロモ ジが:所的に 優占すろカ 所があろ が, 他の流 

木及び笹の出現と共にその地位をゆする傾向がある。併し放牧又は造林地手 

入によつてﾡが照除されれば長く 優占の映館を持試する。

(5) ク e モジの耶木派は地際山ﾡ, 樹高階の増大 と 共に避助す る が, 

樹高登頂北曲終は長 S 中状曲線をなナが,地際山ﾡ討量山血線はﾡ物縦状を 

なす。樹高と地際ﾡとのI川には 10 年生迄は高次の和關々係が認められた。

(61 ク a モジ載生塩の樹高, u神別の構成状態は上木代探後の経過年放 

に座じ, その撒布度を異に し,終過年数の大きい力所程樹高,地際ﾡ共にそ

の撤布度が大きい。

(7 クロモ ジ致生地のﾡ積を調布 した締果, 上木ﾡ代後 10 年を細過 した 

力所に巧しては局所的に ha9,100kg135米に迷する力所がある。併しこの 

校 な 力 所は林班内の分布面ﾡのﾡ合は 比核的少ない。林相別の林項I位のha 

當務積を ク ロ モジの比北散的分布の多い皿山附近のﾡ消地調布の緒果より見込 

数派を算すれば, 次の如く である。

ブナ前伐後 3 年内外 ha 當 280 ～ 370 kg, 22～30東

プナ後役後 2 年内外(更新不良地) ha 常200 〜 270 kg, 12～10東
・

ブナ後伐後10年内外( " )hai150～300kg, 7～10ボ 、

ブナ・イタヤ・ト チ未伐探疎開林分 ha 當 70 〜90kg, 3〜4 東(笹多 し)・

(8) ク ・ モジ大然性蘭ﾡの樹高生長量は上木のﾡ代状態において, 第 1 年 

日は不均 57cm, 第 2 年 F 以降は次第に淡 じ6年 同icはl8cmとなろ. 総生 

長においては 4～5 4生で120 〜 170 cm に承する。併し,ツナ後閉林下で 

は同年生で 70 〜 80cm である。

(9) 肥大生ﾡにおいては上木ﾡ伐状館において第1年回には3.4mm, 4年 

日には 1.6mm にな り,以後は殆んど變らない連年生長をなす。 継生長量に

_4

ては 4～5 年生で 1.5 cm 内外と な る。 しかしプナ林被下では 0.6 cm 內

外である。

00 枝條の生長は第 1 一次分枝の総長が 3 4生頃よ り樹7長よ り大となり

7 4生頃には約3倍となる。特に4 年生以後に分枝の生長が著しい。

4齢別の1述生炎は44生頃しは徐々に, それ以後はﾡにR量出教が、 

上ルする。年齢別の •め枝葉の 用量比率 は 6. 7 年生頃は最も枝葉よく 發建し, 

その朮貳比率は總休の 56 %に述するが, 之れよ り老齢と なれば枝葉の比率 

が減 じ,ﾡのI量求が大 となる。

02年齢ツの派樹皮事は 年齢の 増加 と 共に 決ナる。直很別樹皮率におい て

•も直徑の太くなると共に減小する。

03 樹体内の構油の分布は若い樹皮部が域大で 1.09 %に述 し,葉部は之れ 

に*いで 0.84 %材部は痕跡に過ぎない。s 月採集の幹葉枝の全資料( 1 ～ 13 

年生平均)では生に討 し 0.34 %であつた。

( J木の探油事市は, 若小木は大きく,.老大木は小そい値を示した。年 

ﾡ別の探油北山曲線は樹高1.2m 迄は徐々に上昇し,それ以後は急な上昇曲線 

を品する。

同 ha 常の採油師:は上木竹伐後 10年を經た ク ロ モジの蓄積の多い般生地 

では ha 営12.8 2 探集山ボろ。併 し前代後 3 年內外のカ所は平均 64 私度であ 

る.

a6 クロモ ジの代探に よ る明芽率は, 4 月は以大で 85 %で 6 月は以小の 

70%を示し8.10.12月はその中川であつた。1株常の前球数においても 4月 

は最火で 3.2 本に達し,12 月 は 1.9 本であつた。又伐根の徑の太い も の私大 

休においてﾡﾡ本数が多い傾向がめられたが, 地際極 1.5cm と 2.0cm との 

lに は殆ど差異が無かった。

mm 崩芽の仲炎生長量は落葉期に伐探したものがよく, 14後には不均50 

cm以上になろが6. 8 月の生長期に伐採せられた ものは 35emn 内外であつた。 

伐根の地際御別の萌芽の仲長衆•は徑の太V、もの程萌芽の生長も央好である。

ダ前ﾡは4数以上代根の地際附近からﾡ生し代ﾡの上部に至ると共に前芽数
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を淡じ, 切口から發生する ものは無かつた。

M8 クロモジの天然生賞生諾の生炎はﾡめて恐く, 且つ數回にわたつて頂 

部が枯損し,又側方から萌芽を繰返し次第に根部を肥大するに至って初めて 

強大な萌芽が生ずるに至る。それ故天然下種地を して或程度の稚樹の發生 

を期待することが出來ても,それから賞生ﾡを育成せしめて探池利用木とナ 

るには相當の日月と保育を必要とする。

09クロモジの天然更新は主として,根株からの萌芽:又は伏條によつて更 

新す%も ので, 賞生か ら生じたものも 大第に大 さ い機株を 形成 しなが: ら次 々 

と 明芽の發生を繰返す。崩ﾡの生炎はクロそジのル劇の雀. 雑木の除去によ 

つて将しく増大すること力;出來る。

u クロモ ク種子は賞 88.7 g, 12 常 4.497 kg であつて 25C の常法役 

内略渋で 2 力 月 間に は後しなかつた。切断法に よる と,内容充實率は 88 % 

に並した。とれを播すれば秋までに 3 %の成であ り ・ 翌イ作yに役す 

る もの と 思われる。第14日の 生友 はﾡめて 選 く,平均樹高 2.2 cm に過ぜな 

い。之れは秋播又は露天埋蔵すれば第 1 年目の従花•率を向上できると思われ 

る。

121) 4 月開附前の 1 〜 3 年生枝係の抑木試験の広紙では ・ナフクレ ンm酸 

4高倍4時間ﾡ別に」り最高 30 %の袋根率を示した。 之れにピりクロモジ 

押木は或程度の見込があるが,決してﾡ拠場なﾡ類でなく, 相常集約な管 

則をするものとﾡわれる。

ロクロ モジ大然の移桃は比核的な場で流市から札幌までの移M略の 

納,炎さ40cm 内外の木で は 活沈率 79 発%で あつた。故に現地に おいて 適 

期にやれは, クロそジの私機的りな増殖法としては, 岐も成功の可能性のある 

方法である。

G3) ク ロ モジ油のﾡ婚は木においては例豆地力において明治時代よ り 行 

われて属り, その他千葉,鳥取,兵療の各縣及び東北,北海道で行われてい 

るが, その採油事業の特徴は,1.濃山村の劇来として小規校に探油せられて 

いるに過ぎないとと, 2. クロそジの増については積極的な手役が取られな
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かつなこと。3. 探油方法も原始的で改良のﾡ地の多いこと等がげ られる。

M4 クロ モジ探集林の輪伐期は代探に よ る前ﾡが 150m 內外に 生長 した時 

を代探期としてﾡ探後無入の場合は54, 価, 雜草の刈拂を行ったときは 

44と決定した。

關 現在におけるクロモジ探巣地としての取扱は,主朴木の此新期川を利 

川して林地の地拾, 下刈及び大然性稚樹の保府と併行してク ・ モジ素生地 

の手入を行い朝芽の生長を促進せしめる。そして史新期］間中に數回刈取る様 

にするのが圾適と思われる。なお一部では天然性ク ・ モジをﾡ取 りクロモジ 

茂生地の周邊に適期に移植を 行って も よい。ブナ林をト ドマツ林に換える場 

合は, その間 6 回, カラマッ林の場合は4回刈取が山米る。との際ク"モジ 

の我生地は主木の植裁本敷を 2,500 本以下に減じて 刈取回数を 多く ナベさで 

ある。なお清伐の時は前代から後での延新期川中に4〜5回, ﾡ媒 

林の際は 2 何程度にすぎない。施来案には ク ・ モジの採県地を指定して ク ・ 

モジ採4計を樹立すべさである。ﾡポクロモジ油の0格が脇高すれば, 主 

林木を犠牲にして ク ・ モジ純林を育成 して集約に裁培すべ きであ る.

又放牧地內の ク ・ モジ政生地では少ムの憧葉の何に よ つて,自然クロモ 

ジが優位を占める力所があるから之もク ・ モジ探4地と して利用すべきであ 

る。

引用文献

(1) ド山Ii-他3名

i B 製

ﾡ 容

部 六

・林 

林 三

元
木
邊
処
多
木
川 

根
杉
渡
九
木
旺
漫 

②
⑶
⑷
⑸
⑹
⑺

(8)

平 ルチ 之 古 

山I 内俊枝

ﾡダや油 に 附す る 研 (第1報〜第3 報) 静的糕後 栄/ 化學研究

所 昭22.
日木拡物ﾡ空和述 M11.
H本樹木ﾡ校賞 1986
ブナ林の研 興林合 函13.
クロモ ジ油の製述 III 林 633 羽 ・410.
造林學谷論 第3払 巡ﾡ体木之二 大15.
ク "モジ香油 の製造法 に 就て ず森林24ﾡ 昭10.
ﾡな林のルに開す る研究 (締 I W)H 本林み合 21彼7

昭14.
H木ﾡ油化4 昭7.

Tt 川ﾡ林 昭 23.

一-



Resume

On the resouces and the methods of propagation of 
Kuromoji (Benzoin membranacum O. Kuntze) in the 

southern part of Hokkaido.

Toemu。 YANAGISAWA and Toenurosur KAWANISHI

For the purpose of the utilizating Kuromoji (Benzoin membranacum O. 
Kuntze) distributed in the southern part of Hokkaido,this study, was performed 

from 1946 to 1948 in co-operationwith the Forcstchcmistry Laboratory of this 
Branch Station. The writers took charge of the researchs of resources and the 
methods of propagation of Kuromoji. The results were as follows.

( 1 ) The natural distribution of Kuromoji in Hokkaid。 is almost in the 
mountain region in the south of Kuromatsunai Lowvland Zone. Especially 
many Kuromoji were discovered in Hiyama Mvatsumac and Kamiis。 county.

(2) Local distribution of Kuromoji was abundant inthe convex-configu- 
ration from the ridge to the side of a mountain and was hardly any or 
absent in the concave-configuration as a dale.

(3) Kuromoji appears most commonly and abundantly in the shrublayerof 
Buna (Fagus crenata Blume) natural forest and further frequently in Mizunara 
-Itayakacde (Qucrcus cripula Blume. Acer pictum Thunb.) forest and To- 
domatsu-Sasa forest and were not distributed in the Dakekaba (Betula 
Ermanii Cham. var. communis Koidz.), Ezohannoki (Alnus japonica var. 
arguta Call.) and Todomatsu-Hiba (Abies MMayriana Miyabe ct Kudo, 
Thujopsis dolabrata Var. Hondai MMakino) forest. For several years after 
the Buna forest and Mlizunara-Itayakaede forest being, fallen, there are the 
local space dominanted by Kuromoji, but those Kuromoji often transfer the 
spacc by thc appcarance both of other shrubs and Sasa. .But by grazing or 
tending of afforested lands, if Sasa was driven away from this space, Kuromoji 
will continuc the dominant situation for a long time.

(+) Thc weight per single tree of Kuromoji increases with the augmenta- 
tion of diamcter and hcight gradc. The curve of hcight VS. weight was a 
long S-shape and the curve of diameter vs. weight was a parabolic shape. 
It was rccongnized that thc intimate correlation exists between the hcight 

and diameter till 10years-old.
(う) According to the result investigated with the standing crops in the closc 
growing lots of Kuromoji, there are the place on which these arc produced 
locally to thc amt. of 3100kg (135 Soku) perha of Kuromojiin thc clearly 

cutted area fallen 10 years ago. Such place is nothing but a small area in a 

compartment. The mean standing crop per ha within each forest types in 
accordance with the result of sample-plot methods at the foot of hill were 
calculated by thc estimated volume as follows.

The natural forest passed 3 years after the advance cutting. 280-370kg 

per ha
2 years after thc removal cutting, (failed area 

for Buna regeneration) 220-270kg per ha
10 years after thc removal cutting. (failed area 
for Buna regeneration) 150-300kg per ha

Scattered forest of Buna, Itayakaede and Tochi (uncuttcd area) 70-90kg 

per ha
( 6 ) The height growths of natural sprouts arc shown in thc following table.

Height increment (cm)Condition of
upper trees age 1 2 3 4 5 6 7 8
Cleared area 57 54 40 31 24 19 15 6
Dense stand 21 24 27 26 18 13 13 9

of Buna
) Thc thickning growths 
onditions of

of natural sprouts arc as follows. 
Thickning increment (mm)

upper trees age 1 2 3 4 5 6 r (
Cleared area 3.4 2.5 2.11.6 1.6 1.8 1.4
Dense stand 

of Buna
0.3 1.4 1.6 1.2 1.0 0.7 0.4

(8) The total length and number of primary branch in each age is shown 
in thc following table.

Age 1234567

Number 4 5 6 7 11 15 14
Mean length 23 36 69 77 163 360 422 (cm)

(9) The curve of wveight growth in each age advances slowly up to 4 years- 
old, and then sharply. The weight ratio among lcaves, branches and stem by 
the sprouts 6-7 years-old is 35: 21: 44 respectively, and those are minim 
value of the weight ratio of stem each year-old. If the age of sproutis older 
than 7-8 years, thc wveight rati。 of stem increase than those.

(10) The weight percentage of bark in each age decreases with thc incrcase 
of agc. The percentage of bark with each diameter decreases with thc incrcase 
of thc latter.

(11) Thc contents of essential oil which Kuromoji had contained with cach 
part of sample collected in August were as follows.

6 Bark 1.09 % Leaves 0.84 % Wood trace

- S -
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All sample (1-13 years-old) 0.34 6
(12) The oil gathering percentage for single tree was large values with the 

young and small trees and was small values with the old and large ones. 
The curve of oil gathering in each age rises up slowly till the growtli of 
1.2m in height and since rapidly.

(13) The oil gathering volume per ha can be collect to 12.8 L for the closed 
Kuromoji-forcst of which the upper trees were fallen 10 years ago, but for 

the area fallen by the advance cutting before 3 years can be collected 6 L on 
an average.

(14 The percentage of sprout grown by the felling gave a maximum value 
of 85 % in April, a minimum 70 % in July and a middle in August, October 

and December.
(15) The height increment of sprouts cuttcd in the leaf-falling season is best 

and 52.5cm and that of sprouts cuttcd in July and August is 31.6-37.5 an. 
The larger the diameter of stumps is, the better the height growth for each 

diameter class gets.
(16) Thenatural seedling plants of Kuromoji has a verybad growth. When 

the top of seedlings was withered for several times and it sprouted from 

stump repeatedly, then the seedling grows the big root gradually, to a strong 
sprout. We can expect the appcarace of some seedling under the adjustment 
of natural seed-shedding, but for the puroposc of the utilizing Kuromoji- 
trees which grow from the seedling, we need to the considerable time and 
tending.

(17) The seed weight of Kuromoji is 88.7 g per 1000 seeds and 4.497kg 

Per 1 L. The seed can not germinate for tw。 months by the method of 
ordinary gerimnating test. By sowing in the spring, the percentage of 

seedling in autum is 3 %, The growth of seedling of one year-old is very 
bad and is 2.2 cm in height.

(18) According to the result of cutting test of 1-3 years-old twig before the 
leafing (in April), the percentage of rooting is a maximum of 30 % by the 
treatment of cutting soaked in a-naphtharcnc acetic acid solution 4,0000 times 

・ in cone, for 4 hours.
(19) The transplanting of natural seedlings is relatively easy. Ifwe perform 

it in suitable season, we find that it is the most successful possible method 
for the positivc propagation of Kuromoji.

(20) We determined that the rotation of Kuromoji-harvesting forest is 5 

years in the case of no tending after the felling and is 4 years when the wecds 
and Sasa were cut down.

(21) For the management of Kuromoji-gathering forests at present, we think 
that a best plan for the,Kuromoji-forests is performed, the tending to tfe 

promotion of growth of sprouts at the same time the weeding of afforested 
land and the tending of natural Buna seedling in the regeneration period of 
main tree-crop, the felling of those sprouts several times in the above- 
mentioned period, and the transplanting of natural Kuromoji-trees round 
the closed Kuromoji-forcst at the suitable season. When Buna-forcstischang- 

ed t。 Todomatsu-forest, we cut down 6 times. When Buna-forest is changed 
t。 Karamatsu-forest,4 times. At the Kuromoji gathering forest, we plant 
the sccdlings ofTodomatsu or Karamatsuin number below 2,500 per ha and 

must increase to the cutting times of the Kuromoji-trees. In the case of 
shelterwood system,we can cut down 45 times in the regeneration period 
from the advance cutting to the removal cutting and in the coppice system 

we can cut down 2 times.
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